
第５回東京都市圏パーソントリップ調査 

横浜市版 独自集計結果（速報） 

 
１ 年齢階層別代表交通手段分担率（横浜市民、平成１０年、平成２０年の比較） 
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 ２０歳代の代表交通手段は、60.4%が鉄道であり 10 年間で 15.1 ポイント上昇する

一方、自動車は 13.1%と 14.9 ポイント低下しています。２０歳代から５０歳代の幅

広い年齢層で、鉄道の分担率が上昇し自動車の分担率が低下するという傾向を示して

います。 
 
注）代表交通手段：一つのトリップでいくつかの交通手段を乗り換えた場合、その中の主な交通手段

を代表交通手段と言います。主な交通手段の集計上の優先順位は、鉄道、バス、自動車、自動二輪・

原付、自転車、徒歩の順としています。例えば、駅まで自動車で移動し、鉄道で通勤する場合の代表

交通手段は鉄道になります。 



２ 年齢階層別外出率と外出率の増減（横浜市民、平成１０年、平成２０年の比較） 
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＜外出率＞ 
 ５歳から１９歳までの年齢層は外出率が９５％以上となっており、２０歳から５９

歳までの年齢層は、概ね外出率が９０％程度となっています。６０歳以上の年齢層で

は年齢が高くなるにつれて、徐々に外出率が低下する傾向になっています。 
 
＜外出率増減（Ｈ１０→Ｈ２０）＞ 
 ４０歳から４４歳の階層以下の年齢層では、一部の年齢層を除いて、Ｈ２０年の外

出率がＨ１０年の外出率より低下しています。一方で、４５歳以上の年齢層では、外

出率が上昇傾向となっており、７０歳から８４歳の年齢層ではＨ１０年と比較して 
１０ポイント以上の上昇となっています。 
 
 この１０年間で高齢者の外出機会が増加していると言えます。 
 
 
注）外出率：調査対象日に外出した人の人数を人口で割った数字として求めています。 



３ 年齢階層別外出時トリップ数（横浜市民、平成１０年、平成２０年の比較） 
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＜Ｈ２０外出時トリップ数（一人当たり）＞ 
 外出時トリップ数は、１５歳から１９歳の年齢層で 2.36 回と最も少なく、３５歳

から３９歳の年齢層で 2.92、６５歳から６９歳の年齢層が 2.94 と両年齢階層でピー

クになります。 
 
＜外出時トリップ数増減（Ｈ１０→Ｈ２０）＞ 
 ５５歳から５９歳の階層以下の年齢層では、すべての年代において外出時トリップ

数が低下しており、特に３０歳から３４歳の年齢階層が最大の 0.31 回の低下となっ

ています。 
 一方で、６０歳から６４歳の階層以上の年齢層では、すべての年代において外出時

トリップ数が上昇しています。 
 
 外出した際に、多くの目的地に立ち寄る行動パターンが、高齢の世代で増加してい

ると言えます。 
 
 
注）トリップ数：人がある目的をもって、ある地点からある地点へと移動する単位をトリップといい、

１回の移動でいくつかの交通手段を乗り換えても１トリップと数えます。１日に多くの目的地に立ち

寄る度合いを表します。例えば、自宅から会社に通勤し、勤務後会社近くで買い物した後に帰宅する

場合は、３トリップとなります。 

 



４ １８区別代表交通手段分担率（横浜市内、平成１０年、平成２０年の比較） 
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 鉄道の分担率は高い順で、西区、中区、神奈川区となっています。自動車の分担率

は高い順で、都筑区、瀬谷区、泉区となっています。 

 １８区すべてにおいて、鉄道の分担率が上昇し、自動車の分担率が低下しています。 



５ 目的別代表交通手段分担率（横浜市内、平成１０年、平成２０年の比較） 
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通勤目的のトリップでは、鉄道の分担率が最も高く 61.4％、次いで自動車が 15.7％

となっています。この１０年間では、鉄道が 8.5 ポイント上昇し、自動車が 9.9 ポイ

ント低下しています。 

すべての目的で、鉄道の分担率が上昇し、自動車の分担率が低下しています。 

 

 


